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▲山頂の秋葉神社

　

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）

九
月
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
で
ポ
ー
ラ
テ

レ
ビ
小
説
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
作
に
選

ば
れ
た
の
が
、
沖
六
鵬
原
作
の

｢

三
人
の
母｣

で
し
た
。
実
母
、

養
母
、
継
母
持
つ
沖
少
年
の
数

奇
な
運
命
を
た
ど
る
姿
を
描
い

た
も
の
で
し
た
。

生
ま
れ
た
翌
日
養
子
に

　

沖
六
鵬
は
、
明
治
二
八
年

（
一
八
九
五
）、
焼
津
の
城
之
腰
に

生
ま
れ
、
和
市
（
和
一
）
と
名
付

け
ら
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
日
に

は
、
藤
枝
町
長
楽
寺
区
の
下
駄
屋

を
営
む
鈴
木
家
の
養
子
と
な
り
、

以
後
、
多
難
な
幼
少
年
期
を
お
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
入
学
直
後
、
養
父
の
病

に
よ
り
、
生
活
が
一
変
し
、
そ
の

後
、
実
父
と
継
母
に
引
き
取
ら
れ

遠
州
、
静
岡
、
沼
津
を
転
々
と
し

て
暮
ら
す
小
学
校
時
代
を
お
く
り

ま
し
た
。

習
字
に
め
ざ
め
る

　

尋
常
高
等
小
学
校
四
年
の
時
、

校
長
や
受
持
ち
か
ら
、
習
字
の
成

績
が
よ
く
な
い
の
で
、
発
奮
す
る

よ
う
に
注
意
を
う
け
た
の
が
き
っ

か
け
で
毎
晩
、
一
時
間
づ
つ
の
習

字
を
日
課
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
郡
下
の
小
学
校
展

覧
会
で
初
入
賞
す
る
ま
で
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

苦
学
の
書
家
・
沖
六
鵬

著
書｢

三
人
の
母｣

が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に

和
市（
和
一
）か
ら
六
鳳
、
そ
し
て
六
鵬
へ

ま
し
た
。
雅
号

の
六
鳳
は
、
文

章
に
感
動
し
た

作
家
巌
谷
一
六

の
「
六
」
と
書

の
風
格
に
惹
か
れ
た
書
画
家
の

前
田
黙
鳳
の
「
鳳
」
か
ら
取
っ

た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
藤
枝

で
結
婚
後
、
昭
和
二
年
に
静
岡

へ
転
居
し
、
雅
号
も
六
鳳
か
ら

六
鵬
に
変
え
、
書
家
と
し
て
本

格
的
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
焼
津
高
等
裁
縫
女
学

校
（
現
、
焼
津
高
校
）
の
書
道

教
員
を
皮
切
り
に
、
藤
枝
東
高

校
、
静
岡
城
北
高
校
、
静
岡
女

子
商
業
、
静
岡
雙
葉
高
校
な
ど

に
奉
職
し
、
最
後
は
奈
良
教
員
大

学
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

書
道
界
で
の
活
躍

　

大
正
一
五
年
に
大
日
本
書
道
作

振
会
に
三
点
入
選
後
、
泰
東
展
で

文
部
大
臣
賞
、
日
展
入
選
後
、
日

展
会
員
、
審
査
員
と
な
り
、
書
道

界
に
お
い
て
も
静
岡
県
書
道
連
盟

会
長
、日
本
書
道
連
盟
副
理
事
長
、

全
日
本
書
道
連
盟
総
務
な
ど
、
大

き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
七
年
、
三
人
の
母
の
恩

に
報
い
る
た
め
に
長
楽
寺
に
慈
母

観
音
像
を
建
立
し
ま
し
た
。
米
寿

記
念
碑
を
臨
済
寺
に
建
て
た
昭
和

五
七
年
に
八
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。

玉
取
の
た
ま
い
し
様

着
任
九
ヶ
月
の
感
想
は

　

昨
年
の
七
月
に
着
任
し
九
ヶ

月
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
確
定
申
告
が
終
わ
り
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持

で
一
杯
で
す
。

税
務
署
の
役
割
に
つ
い
て

　

税
務
署
の
役
割
は
「
納
税
者

の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行

を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
税
に
つ
い

て
は
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
を

頂
き
、
誠
実
な
対
応
を
し
て
頂

い
て
お
り
、
有
り
難
く
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と

に
極
一
部
に
ご
理
解
頂
け
な
い

方
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
正
直
な

皆
様
が
不
利
益
を
こ
う
む
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
時
に
は
毅
然

と
し
た
厳
し
い
対
応
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　

税
務
署
の
仕
事
は
、
地
域
と

密
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
私
個

人
と
し
て
は
、
多
く
の
方
と
お

会
い
し
、
お
話
し
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
出
来
る
だ
け
足
を

運
び
、
桜
ま
つ
り
も
堪
能
さ
せ

栗
岡  

和
男

て
戴
き
ま
し
た
。
藤
ま
つ
り
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
昨
秋

の
「
朝
比
奈
大
龍
勢｣

も
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
動
向
に
つ
い
て

　

最
近
は
、
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）

の
普
及
・
拡
大
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
に

い
な
が
ら
に
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
告
、
申
請
・
届
出

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
平

成
二
二
年
度
ま
で
に
五
〇
％
の

利
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
の
賢
い
活
用
法
は

　

事
前
に
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
い
た
だ

い
た
上
で
、
お
問
合
せ
い
た
だ

け
る
と
効
率
的
で
す
。
面
接
相

談
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
担
当

者
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
願
い
し
た
い
こ
と

　

税
は
、
様
々
な
社
会
の
公
的

サ
ー
ビ
ス
を
賄
う｢

社
会
の
会

費｣

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
安

心
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
く
た

め
に
税
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

税
は｢

社
会
の
会
費｣

　

岡
部
の
最
北
部
・
玉
取
に

あ
る
朝
比
奈
活
性
化
施
設

「
た
ま
ゆ
ら
」。
そ
の
建
物
の

前
に
鎮
座
し
て
い
る
の
が
、

大
き
な
丸
い
石
の
「
た
ま
い

し
様
」
で
す
。

　

こ
の
玉
取
地
区
の
山
や

畑
、
沢
か
ら
は
時
々
真
ん
丸

い
石
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
家
々
の
庭
に
何
気
な

く
飾
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成

十
五
年
、
直
径
１
ｍ
余
の
石

が
見
つ
か
り
、
そ
れ
を
地
域
活
性

化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
ま
し
た
。
隣

接
の
玉
取
農
村
公
園
に
は
十
三
個

の
丸
石
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

焼
津
神
社
の
宝
玉
を
朝
比
奈
に

隠
し
た
と
い
う
伝
説
や
津
波
で
流

さ
れ
た
焼
津
神
社
の
神
璽
を
こ
の

地
区
の
人
が
拾
っ
て
玉
取
神
社
と

し
て
祀
っ
た
と
言
う
伝
説
が
あ

り
、
玉
取
の
地
名
に
な
っ
た
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
同
様
な
丸
石
は
遠

州
の
七
不
思
議
の
子
生
ま
れ
石
で

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

藤
枝
税
務
署
長

一
三
歳
で
家
出
し
藤
枝
に

　

次
の
転
機
は
一
三
歳
の
時
。

提
灯
屋
に
嫌
気
が
差
し
、
沼
津

か
ら
藤
枝
の
養
母
の
家
ま
で
歩

い
た
の
で
す
。
藤
枝
で
は
、
徒

弟
や
丁
稚
奉
公
を
し
な
が
ら
、

寸
暇
を
惜
し
ん
で
漢
文
、
習
字

な
ど
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

　

一
六
才
の
時
に
は
、
働
き
な

が
ら
東
京
の
開
成
中
学
、
日
本
大

学
美
学
科
に
学
び
ま
す
が
、
大

正
十
二
年
の
大
震
災
で
学
業
を

諦
め
藤
枝
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

書
塾
「
六
鳳
書
院
」
を
開
く

　

長
楽
寺
や
幼
稚
園
、
白
子
な

ど
で
書
塾「
六
鳳
書
院
」を
開
き
、

多
く
の
子
弟
の
指
導
に
当
た
り

◀「
慈
眼
視
衆
生
」の
揮
毫（
長
楽
寺
）

▶
長
楽
寺
の
慈
母
観
音
像（
現
在
は
二
代
目
の
像
）
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旧東海道
金谷宿 石畳茶屋
☎0547-45-5715
ＪＲ金谷駅より徒歩１０分
営業時間　9：00～17：00
（10月～3月は16：00まで）
定 休 日　毎週月曜日

ゆっくり足を伸ばして休みませんかゆっくり足を伸ばして休みませんか

旧東海道金谷坂

お茶屋さんの抹茶スイーツ専門店

松田商店

（株）松田商店創　業
200余年

★4/30～5/4 新茶大売り出し開催★
飽
波
神
社
●

●
藤
枝
市
役
所

●
ス
ル
ガ
銀
行

●
ひ
な
せ
い
様

福
園
様
●

池
谷
様
●

●
ア
リ
オ
ス

　高
田
薬
局
様

●
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

★★
緑の看板が目印緑の看板が目印

藤枝市生涯
学習センター

卍鬼岩寺

グラウンド

〒426-0023 藤枝市茶町 1-10-29　　　　　

茶町

TEL054-641-6228  http://www.shinchaen.com

お茶に関する情報・お問合せは、
◆藤枝茶振興協議会（藤枝市産業振興部農林課）
　☎６４３－３１１１
◆JA大井川藤枝茶流通センター
　☎６４３－５５１１
◆藤枝市茶商工業協同組合
　☎６４１－４１７３
◆静岡県産業部農林業局お茶室　
　☎２２１－２６７４
◆静岡県茶業会議所　　　　　　
　☎２７１－５２７１
◆静岡県茶商工業協同組合
　☎２５４－２５１８
◆世界緑茶協会
　http://www.o-cha.net/ 
◆世界お茶まつり２０１０　
　http://www.o-cha2010.jp/

新茶の季節です。新藤枝市の誕生により、日本の三大玉露産地のひとつである岡部町朝比奈地区も加わって、
お茶処としてパワーアップしました。今月は、そんなお茶処・藤枝とお茶の薀蓄を特集します。

　緑茶の産地といえば、昔から、「色は静岡、香りは
宇治、味は狭山」といわれ三大産地が有名です。岐
阜の白川茶、　愛知の西尾茶、三重の伊勢茶、奈良の
大和茶、　福岡の八女茶、鹿児島茶、宮崎茶などが主
産地です。
　お茶の 8 割が煎茶・深蒸し煎茶で、また、煎茶の 8
割が静岡で生まれた「やぶきた」という品種です。

静岡の茶産地
　静岡県の主な茶産地は、富士・沼津茶、清水･ 庵原茶、
静岡の本山茶、志太茶、牧之原茶、川根茶、中遠茶、
天竜 ･ 春野茶と大きく8 つの茶産地に分けられます。

茶文化探訪 in 藤枝  
平成 21 年 10 月 24 日（土）～25 日（日）
　藤小、蓮華寺池ホールでの ｢大茶会｣ や、お茶学
博士熊倉功夫氏の講演、お茶の香ウォーク、お茶の
間空間デザインコンクールなどが予定されています。

5 月 23 日・24 日　玉露の里お茶まつり開催
　玉露の里は、日本の三大玉露産地のひとつ、岡部町
朝比奈地区にあります。茶室「瓢月亭」は朝比奈川の
畔にあり、落ち着きある数寄屋造りは品格を感じます。
道の駅、茶の華亭では、お茶料理や様々なお茶グッズ
が好評です。朝比奈の玉露や玉露に近い味わいのかぶ
せ茶も販売しています。土日などは、お馴染みの玉露
入り抹茶ソフトクリーム（300 円）が人気です。5 月 23
日、24 日はお茶まつりが開催予定です。

（岡部町新舟 976-1　TEL/054-668-0019）

　藤枝のお茶は、伝統を重んじた浅蒸しを主としたお
茶を継承しています。香りが高く、すっきりとした味が
特徴です。歴史をたどれば、瀬戸谷の臼井家に伝わる
古文書（1681 年）に茶園のことが記され、江戸時代
後期には、志太地域に宇治の製茶技術が伝えられま
した。明治になると茶町に茶商が軒を並べ、山間地
には次 と々茶園が開かれ、藤枝茶は清水港からアメリ
カを始め、世界に輸出されました。藤枝茶は品質でも
高い評価を受け、1893 年のアメリカの万博では、藤
枝の手もみ茶が特別賞を受賞しました。その後も高品
質へのこだわりは伝統となり、現在でも全国を始め各
地の品評会で数々の賞を受賞しています。　
　最近藤枝で生まれた新商品「藤枝かおり」
は、やぶきたとインド産のお茶を交配し
たもので、今までの煎茶には見られない
個性あふれる香りと濃厚な味わいが特長
のお茶です。一昨年から販売を開始した
ペットボトルが好評で、今年も７月に予定
しています。
　また、昨年 10 月に厳選され
た藤枝茶を市民が審査で選び
販売された「藤枝めぐみ」も好
評で完売。5 月 3 日には新茶版
の藤枝めぐみが販売され、10
月には第二弾も発売予定です。

（藤枝市茶商工業協同組合  641-4173）

　美味しくお茶を飲むには、色々な要素がありますが、
お茶とお湯の関係を知ることが大切です。お湯の温
度が高いほど苦・渋味が出過ぎて味のバランスが悪く
なるため、湯冷ましする必要があります。湯温が 80℃
以上になると苦・渋味成分が多く出ますし、湯温が
60℃以下になると苦・渋味成分は緩やかに出るのです。
水道水は必ず、沸騰させてください。
　高級緑茶は、アミノ酸が多く含まれているため旨み
をより味わうことが出来ますが、番茶やほうじ茶のよ
うな大衆茶では、アミノ酸含有も少ないため、サッパ
リとした後味やアッサリ目の渋みが好まれています。
　上級煎茶は、70 度程度（玉露 50 度）のぬるめの
湯を使用し、高温で溶出されるタンニンを抑え、低
温の湯で溶出されるアミノ酸のうま味を出すようにし
ます。茶の量を多めにして、浸出時間も 2 分（玉露 2
分半）ほどかけて濃いめに出すのです。
　一方、並級煎茶では、90 度程度の熱い湯を使用し、
タンニンの溶出を促 進します。
上級煎茶に比べ茶の量は少なめ
にし、浸出時間も1 分と短くして、
ややうすめのタンニン濃度でさら
りとした味わいのお茶にします。

　JA 大井川のお茶販売
の拠 点です。旧藤 枝 市
内では唯一、お茶シャン
プーや茶香炉、茶姜羹な
どお茶グッズなども販売
しています。藤枝の「や
ぶきた」はもちろん、他に藤枝べにふうきや藤枝かお
り、環境に優しいエコ紙缶ギフトなどもあります。

（堀之内 848 TEL/054-643-5511）

　お茶は色と形と鮮度といわれます。よい茶葉の色は
深緑色で鮮やかな光沢があり、緑が濃いほど上質です。
形は、丸みがあり細く引き締まっていて、均一に揃っ
ているのがよいものです。また、乾燥品ですが、生鮮
食料品に近い感覚で、封を開けたら半月が目安です。
　保存は、密封して冷暗所に保管し開封後も同様です。
冷蔵庫の中は色々な臭いが充満しているので、完全密
封状態でないと要注意です。

　お茶の伝来は、鎌倉時代。唐へ留学していた高僧た
ちが持ち帰り、お茶の木を植えたのが始まりです。静岡
茶のルーツは、13 世紀に、聖一国師が静岡市足久保に
種を蒔いた…と伝えられています。 以後、今川氏、徳
川氏は静岡茶を珍重し、独自の茶文化も育まれ、江戸
時代には、芭蕉の句に詠まれるほどの産地になりまし
た。 明治維新の頃、牧之原など各地で茶畑の本格的
な開墾が始まり、以後静岡は全国 一の茶産地として今
日に至っています。

　カテキン、ビタミン C など身体にいい成分がたくさん
含まれているお茶。1日約 10 杯飲むのが理想とされて
いますが、これだけ飲むのは 難しいかもしれません。
そこでお茶を「食べる」という発想が生まれました。1
日小さじ 2 杯分のお茶の葉を食べれば、10 杯のお茶
に相当する有効成分が摂れます。茶殻の食用法として、
佃煮、かき揚げ　白和え、サラダ、チャーハン、お菓
子の材料などとして使われています。

　大久保にある大茶樹は、300
年ほど前に瀬戸ノ谷の平口家の
先祖が種をまいたものと伝えられ

ています。樹高 4 ｍ、周囲 30 ｍの県下では最古の大
茶樹です。毎年5月中旬～下旬にかけお茶摘みを行ない、
生葉で 15 キロの収穫があります。また、藤枝 5 丁目に
あるトンガリ屋根の建物は志太地域のお
茶を輸出するための貿易会社の建物とし
て明治 34 年（1901）年建てられ、木造三
階建てのお茶の商館として残っている全国
でも珍しいものです。

人気の高い「茶の華膳」

5 月 3 日・4 日・5 日開催予定
　今回で 5 回目となるお茶の香ロードは、藤まつりと
並行して行われ、昨年は 3 万人
が訪れました。藤枝のお茶を楽し
みながら、歴史ある町並みを散
策しながら、街中で繰り広げられ
る様々なイベントに参加できます。
毎日 300 人限定で、新茶のスタン
プラリーが大好評！

お茶には、煎茶、深蒸し煎茶、茎茶、玉露、抹茶、芽茶、
粉茶、番茶、ほうじ茶などがあります。

◦煎茶　摘み取ったお茶の新芽を蒸
し、丹念に揉み、乾燥させて仕
上げます。お茶本来の甘み渋みの
バランスがよく、香り高いお茶で
す。 
◦深蒸し煎茶　茶の葉をじっくり蒸

し、渋みをやわらげマイルドな味
を引き出したお茶。いれた時の緑
色が鮮やかで、手早く味が出ます。 
◦玉露　新芽に覆いをかけ、直射日

光を避けて育て、煎茶と同じ工程
で仕上げます。まろやかで濃厚な
甘みがあり、高級品として有名で
す。 
◦抹茶　玉露同様に日光を避けて

育てた新芽を、蒸した後、揉まず
に乾燥させ、葉脈を取り除いて石
臼で挽き粉にしたもの。中世の高
級茶、碾茶（てんちゃ）が発展したもので、茶道に使
われます。
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編集後記

月刊むるぶ編集部
〒 426-0041　静岡県藤枝市高柳 1 丁目 18-23

紙面に関するご意見や情報提供、広告のお問い合わせは、
054-635-4651 (共立印刷内)
murubu@kpnet.co.jp
または、右記の新聞販売店までお願いします

㈱藤枝江﨑新聞店　TEL 054-641-0537 
㈱薮崎新聞店・育伸社　TEL 054-641-0053
いけたに新聞店　TEL

 054-643-1000㈹ 

　読者の皆様からアンケートは、むるぶの企画
にも活用させていただいています。来月は皆様
からご推薦いただいた ｢藤枝名所｣の特集です。
やっぱりこれしかないといった定番から、こん
なものもといった新発見の名所まで様々な名
所や迷所をご紹介します。（風雲子）

毎週木曜12：30FM島田放送中
むるぶ情報は、ＦＭ島田７６．５の共立

｢情報ランチ｣ でも放送中です。

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答え
をお書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、BiVi藤枝の映画館
（「藤枝シネ・プレーゴ」）でお好きな映画が鑑賞
できるシネマ招待券をプレゼントします。ご応募
をお待ちしています。

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの藤枝名物･名所を教えてください。
６，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，官製はがきまたは、ＦＡＸでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えは  在原業平 でした。
　
◆応募先
426-0041
藤枝市高柳1-18-23　共立印刷㈱内

むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
◆締め切り　５月5日㈫
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

◆今月の記事からクイズ
岡部町朝比奈地区は

三 大 〇 〇 産 地（漢字２字）

次号のむるぶの特集は、読者が選ぶ｢藤枝

名所」です。

これまで編集部に寄せられた皆様ご推薦

の｢藤枝名所」に、今月号（５月７日締切）

の皆様からの推薦名所をカウントした形

でランキング形式でのご紹介となります。

プレゼント応募とともに、ご推薦の「藤枝

名所｣について、皆様からのご投稿をお待

ちしております。

皆様の「藤枝名所」をご推薦下さい！

むるぶの広告募集中！
毎月25日朝刊に折り込まれます

広告料金表

( 消費税別／制作料は内容・寸法により無料と別途の場合有 )

２段１／２
２段  
３段１／４
３段１／３
３段１／２
３段     
４段１／２
４段      
５段１／２
５段      
全面９段   

35,000円
60,000円
25,000円
35,000円
45,000円
80,000円
60,000円
100,000円
70,000円
120,000円
200,000円

（118㎜ｘ 76mm）
（239㎜ｘ 76mm）
（ 58㎜ｘ115mm）
（ 78㎜ｘ115mm）
（118㎜ｘ115mm）
（239㎜ｘ115mm）
（118㎜ｘ155mm）
（239㎜ｘ155mm）
（118㎜ｘ193mm）
（239㎜ｘ193mm） 
（239㎜ｘ350mm） 

むるぶをFMで聞こう

毎週木曜12：30FM島田放送中
むるぶ情報は、FM島田76.5の共立
「情報ランチ」でも放送中です。

ｗｅｂサイトからも映画招待券の
プレゼント応募ができます。



岸村歯科医院
（郡）

☎644･2501

しまづ整形外科
（高柳二）
☎634･0888

藤枝南クリニック
（前島二）
☎634･0210

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
☎667･0100

大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500

敬天堂医院
（岡出山一）
☎641･1723

高松整形外科
（岡出山三）
☎643･2378

はまべ整形外科
（上薮田）
☎648･1500

秋山医院
（本町三）
☎641･6175

《内》吉田クリニック
（大洲四）
☎634･0006

《内》秋好医院
（大洲三）
☎635･7565

《内》岩田クリニック
（焼津市宗高）
☎662･2311

《小》すずき小児科医院
（青葉町五）
☎636･3360

《内・小》たきいクリニ
ック（焼津市相川）
☎622･8525

《内》ひろせクリ
ニック（駅前二）
☎641･0689

《内・小》大岩内科
医院（高岡一）
☎636･0018

《内・小》藤岡クリ
ニック（藤岡二）
☎641･6288

《小》田熊こどもク
リニック（瀬古二）
☎647･5225
《内》井澤内科クリ
ニック（本町二）
☎644･5566

《内》大井内科消化
器科医院（高洲）
☎635･2088

《内》井澤医院
（大手一）
☎641･0062

《内》黒川医院
（瀬戸新屋）
☎644･1084
《内》西山クリ
ニック（平島）
☎646･3003

《内》すぎむらクリ
ニック（若王子三）
☎647･7077

《内・小》三倉医院
（五十海四）
☎644･1235

《内・小》八木医院
（本郷）
☎639･0009

《内・小》三輪医院
（岡部町内谷）
☎667･3000

《内・小》川口内科
（八幡）
☎644･3366

《内・小》菅ヶ谷内
科医院（堀之内）
☎641･2903

きむら眼科
（焼津市上新田）
☎622･5811

藤枝眼科クリニック
（青木二）
☎647･7770

小川眼科医院
（本町二）
☎641･0160

ともの眼科医院
（青葉町二）
☎636･3044

藤枝診療所
（高洲）
☎635･8749

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
☎635･8687

仲神医院
（焼津市中新田）
☎623･0805

ふじえだ耳鼻咽喉科
クリニック（上薮田）
☎648･1000

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠）
☎629･5566

やいづ６丁目耳鼻咽
喉科（焼津市焼津六）
☎620･6001

佐々木耳鼻咽喉科
医院（焼津市塩津）
☎629･3775

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
☎646･3313

《泌》はた医院
（田中三）
☎645･2077

《皮》みやけ皮膚科
（前島二）
☎634･4112

《産・婦》ななほレディ
スクリニック（前島三）
☎635･9300

《心・精》藤枝心療内
科クリニック（前島二）
☎637･3888

後藤歯科医院
（天王町三）
☎641･1970

小澤歯科医院
（瀬古二）
☎646･0775

徳田歯科医院
（清里一）
☎638･3922

おおいし歯科医院
（立花二）
☎645･2251

さくま歯科
（田沼三）
☎636･7000

はせがわ歯科
（益津下）
☎647･2500

あるふぁ歯科
（高柳）
☎637･2345

徳田歯科医院
（清里一）
☎638･3922

あさひ歯科
（前島一）
☎636･5355

岡歯科医院
（大洲四）
☎635･5141

竹中歯科医院
（高洲一）
☎636･6777

※焼津市の耳鼻科は8：30～

3日（祝） 4日（祝） 5日（祝） 6日（振休） 10日（日） 17日（日） 24日（日） 31日（日）

3日（祝） 4日（祝） 5日（祝） 6日（振休） 10日（日） 17日（日） 24日（日） 31日（日）

内　科・
小児科


